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令
和
７
年
度
浜
郷
地
区
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
総
会
に
お
き
ま
し
て
引
き

続
き
会
長
の
お
役
を
い
た
だ
き
ま
し

た
の
で
就
任
に
あ
た
り
ご
挨
拶
を
し

ま
す
。

　
浜
郷
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は

黒
瀬
町
、
黒
瀬
町
中
崎
、
通
町
、
一

色
町
、
田
尻
町
の
区
域
内
に
居
住
す

る
市
民
及
び
所
在
す
る
自
治
会
、
事

業
所
、
各
種
団
体
等
を
も
っ
て
構
成

さ
れ
て
お
り
、
平
成
　
年
よ
り
活
動

を
し
て
お
り
ま
す
。

　
色
々
な
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
特

に
防
災
活
動
に
重
点
を
お
い
て
い
ま

す
。

　
今
後
　
年
以
内
に
　
％
程
度
の
確

率
で
発
生
す
る
と
さ
れ
る
南
海
ト
ラ

フ
巨
大
地
震
。
本
年
３
月
末
に
内
閣

中
央
防
災
会
議
の
有
識
者
会
議
が
新

た
な
被
害
想
定
を
発
表
し
ま
し
た
。

津
波
到
達
時
間
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
、

伊
勢
市
で
も
　
分
短
縮
し
て
　
分
と

な
り
ま
し
た
。

　
私
達
は
こ
の
発
表
を
考
慮
に
入
れ
、

よ
り
確
実
な
避
難
訓
練
を
実
施
す
べ

く
行
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
基
本
目
標
は
、

１
．「
自
分
達
で
助
け
合
い
、
災
害
か

　
ら
命
を
守
る
。」
を
合
言
葉
に
防
災

　
対
策
を
最
重
点
課
題
と
し
て
防
災

　
総
合
委
員
会
、
企
画
委
員
会
を
中

　
心
に
計
画
的
に
防
災
活
動
に
取
り

　
組
み
ま
す
。

２
．「
浜
郷
地
区
ま
ち
づ
く
り
基
本
計

　
画
」
に
基
づ
き
「
み
ん
な
で
作
ろ
う
、

　
安
心
・
安
全
の
ま
ち
」
を
テ
ー
マ
に
、

　
そ
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
み
ま

　
す
。
ま
た
、
男
女
共
同
参
画
社
会

　
実
現
に
向
け
積
極
的
に
取
り
組
み

　
ま
す
。

３
．
広
報
誌
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

　
よ
る
広
報
活
動
を
充
実
さ
せ
、
地

　
域
住
民
に
情
報
を
発
信
し
ま
す
。

　
実
現
に
向
け
て
各
自
治
会
と
連
携

　
し
て
、
各
委
員
会
に
お
い
て
取
り

　
組
み
ま
す
。

　
ご
理
解
ご
協
力
宜
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
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図上訓練対応策検討中

避難訓練受付

避難訓練、非常食配布

役
立
て
て
ほ
し
い
で
す
。

　
浜
郷
小
学
校
六
年
生
を
対
象
に
防
災

向
上
を
目
的
に
、
１
月
　
日
に
「
避
難

所
運
営
ゲ
ー
ム
（
Ｈ
Ａ
Ｇ
）
の
事
前
学

習
を
実
施
し
、
地
震
・
災
害
に
関
す
る

学
習
、
浜
郷
地
区
の
防
災
活
動
に
つ
い

て
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
講
演
を
実
施

し
て
、
各
班
が
各
教
室
に
分
か
れ
１
月

　
日
「
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
Ｈ
Ａ
Ｇ
」

を
任
さ
れ
た
立
場
に
な
り
、
「
避
難
者

カ
ー
ド
」
の
情
報
を
も
と
に
配
置
を
実

施
し
、
６
年
生
児
童
と
教
職
員
計
　
名

で
行
な
い
、
各
家
庭
で
も
防
災
に
つ
い

て
話
し
合
い
が
も
た
れ
た
。

　
以
上
令
和
６
年
度
の
防
災
活
動
の
報

告
で
す
。

　
又
、
前
日
に
は
資
機
材
設
置
訓
練

を
組
立
テ
ン
ト
、
仮
設
ト
イ
レ
、
リ

ヤ
カ
ー
、
発
電
機
、
拡
声
器
、
担
架

等
の
組
立
を
、
各
町
総
勢
で
実
施
致

し
ま
し
た
。

　
２
月
９
日
（
日
）
災
害
図
上
訓
練

は
参
加
者
　
名
で
、
今
回
は
、
初
参

加
者
が
多
い
事
か
ら
、
地
域
情
報
の

共
有
化
や
避
難
に
つ
い
て
は
、
基
本

的
事
項
を
多
く
入
れ
た
訓
練
を
行
な

い
、
避
難
訓
練
に
引
き
続
き
、
ト
ラ

ン
シ
ー
バ
ー
の
使
用
訓
練
も
実
施
致

し
ま
し
た
。

　
地
震
、
津
波
、
風
水
害
対
策
で
災

害
を
知
る
こ
と
に
よ
り
住
民
自
ら
が

「
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
」
こ
と
で
、

防
災
減
災
に
役
立
つ
行
動
と
地
域
一

体
と
な
り
、
助
け
合
う
共
助
活
動
に

確
認
及
び
、
二
次
避
難
所
い
せ
ト
ピ

ア
へ
の
報
告
も
行
な
い
ま
し
た
。

　
い
せ
ト
ピ
ア
多
目
的
ホ
ー
ル
に
て
、

防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
講
演
会
に
も

参
加
し
た
後
、
非
常
食
配
膳
訓
練
を

行
な
い
、
防
災
グ
ッ
ズ
の
展
示
や
、

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
、
地
震
体
験
車

で
の
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
　
　
　

　
浜
郷
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
、

元
旦
の
「
能
登
半
島
地
震
」
に
よ
り
南

海
ト
ラ
フ
地
震
の
恐
怖
を
強
く
感
じ
、

津
波
避
難
訓
練
を
重
点
に
住
民
の
安
全

避
難
を
徹
底
す
る
活
動
を
「
災
害
を
知

り
、
地
域
を
知
り
、
人
を
知
る
」
を
合

言
葉
に
、
５
町
の
共
助
の
関
係
強
化
と

と
も
に
、
　
年
間
に
亘
り
防
災
活
動
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
感
染
予
防
を
行
な
い
な

が
ら
、
令
和
６
年
　
月
　
日
（
土
）
に

高
台
避
難
訓
練
に
は
　
名
の
参
加
を
頂

き
ま
し
た
。

　
各
自
治
会
と
一
次
避
難
所
と
の
連
絡

も
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
を
使
用
し
た
安
否

６

令和７年 8月 20 日

24 名
◎村田　修一〇山崎　静子〇酌井　和彦

・世古口剛彦・西井　文平・世古口浩平

・南端　昭義・山崎　幸喜・幕谷　正紀

・藤本　幸也・吉川　広美・藤浪　善弘

・寺田　順之・山上　智寛・廣村　充彦

・谷村　　学・南平　慎一・阪本　高樹

・高本　春樹・出口　昌子・西井　京子

・龍田　展代・井田　　宏・鈴木　信男

令和７年度防災総合委員会

副
委
員
長
　
酌
井
　
和
彦
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（３）

16 名

16 名
◎出口　真弘〇松林　信雄・森岡　　淳

・牛江　弘幸・西井　京子・吉村　和正

・酒徳佳津世・出口　昌子・出口　直矢

・藤浪　善弘・野北　　登・南平　慎一

・濱口美恵子・廣村　充彦・阪本　高樹

・矢形　南帆

◎髙本　春樹〇竜田　高明・世古口浩平

・酒徳　裕之・杉田　　力・水谷　幸紀

・水谷　勇人・小西　敏夫・宿　　敦美

・堀　　浩子・鈴木　信男・磯田　　洋

・東端　伸治・倉持　右京・中井　一裕

・杉浦　照美

令和７年度あんしんあんぜん委員会

令和７年度げんきはつらつ委員会

三世代交流ハッピー笑いヨガ

パンダシート張替え

　
　
　
　
　

　
あ
ん
し
ん
あ
ん
ぜ
ん
委
員
会
は
、
各

町
防
犯
委
員
を
中
心
と
し
、
小
中
学
校

の
先
生
と
両
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
の
皆
さ
ん

１
５
名
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
主
な
活
動
は
、
毎
年
タ
ウ
ン
ウ
オ
ッ

チ
ン
グ
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
委
員
会

委
員
・
浜
郷
小
学
校
先
生
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
役

員
・
伊
勢
市
危
機
管
理
課
、
合
わ
せ
て

２
６
名
に
て
浜
郷
地
区
と
杜
の
宮
を
含

め
て
通
学
路
を
中
心
と
し
た
危
険
箇
所

の
検
証
を
地
区
別
で
周
り
ま
し
た
。

　
チ
ェ
ッ
ク
項
目
の
確
認
と
新
し
い
危

険
箇
所
が
無
い
か
相
談
し
な
が
ら
又
、

今
年
か
ら
パ
ン
ダ
シ
ー
ト
を
そ
の
場
で

貼
り
替
え
作
業
を
行
っ
た
。

　
後
日
、
啓
発
の
ぼ
り
旗
・
飛
び
出
し

ボ
ー
イ
・
危
険
立
て
札
等
を
新
設
及
び

破
損
箇
所
の
交
換
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
本
年
も
子
供
の
見
守
り
活
動
の
充

実
と
し
て
、
交
通
安
全
啓
発
の
ぼ
り

旗
「
や
さ
し
い
運
動
や
さ
し
い
町
」

を
作
成
し
ま
し
た
。

　
浜
郷
小
学
校
児
童
の
タ
ウ
ン
ウ
オ

ッ
チ
ン
グ
支
援
と
し
て
、
各
班
に
分

か
れ
て
危
険
箇
所
の
説
明
と
交
通
誘

導
等
し
ま
し
た
。

　
年
度
初
め
に
「
自
動
車
の
正
し
い

乗
り
方
」
啓
発
チ
ラ
シ
を
、
浜
郷
小

学
校
、
港
中
学
校
、
倉
田
山
中
学
校

の
全
児
童
生
徒
の
皆
さ
ん
に
配
布
し

ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
住
民
皆
様
の
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
又
、

委
員
の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
　
　
　

　
げ
ん
き
は
つ
ら
つ
委
員
会
で
は
、
目

指
す
ま
ち
の
姿
「
健
康
に
暮
せ
る
ま
ち
」

に
基
づ
き
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
交
流

大
会
と
、
ハ
ッ
ピ
ー
笑
い
ヨ
ガ
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
交
流
大
会
は
、

高
齢
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
健

康
増
進
を
図
る
目
的
と
し
て
当
初
　
月

に
開
催
を
予
定
し
て
ま
し
た
が
、
雨
天

の
為
２
回
の
延
期
を
し
３
月
１
日
に
浜

郷
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
し
ま
し

た
。
各
町
の
老
人
会
の
お
力
添
え
を
頂

き
約
　
名
　
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
普
段

通
り
の
実
力
を
発
揮
し
楽
し
く
交
流
を

図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
又
、
１
月
　
日
に
三
世
代
交
流
ハ
ッ

ピ
ー
笑
い
ヨ
ガ
を
浜
郷
小
学
校
体
育
館

で
行
な
い
ま
し
た
。
高
齢
者
、
親
子
連

れ
、
小
学
生
約
　
名
の
参
加
で
楽
し
く

交
流
し
て
頂
き
ま
し
た
。
ヨ
ガ
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
導
で
音
楽
に
合
わ
せ

て
リ
ズ
ム
体
操
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、
タ
オ

ル
を
使
い
全
身
運
動
な
ど
、
最
後
に
は
、

大
き
な
声
で
笑
っ
て
気
分
向
上
、
爽
快

で
し
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
、
運
動
を
通
じ
て
浜
郷
地

区
の
交
流
を
深
め
元
気
に
楽
し
く
活
気

あ
る
地
域
へ
と
つ
な
が
る
様
、
こ
れ
か

ら
も
皆
様
の
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

げ
ん
き
は
つ
ら
つ

　
　
　
　
　    

委
員
会

あ
ん
し
ん
あ
ん
ぜ
ん

　
　
　
　
　
委
員
会

浜郷地区まちづくり協議会だより 令和７年 8月 20 日

委
員
長
　
高
本
　
春
樹

委
員
長
　
出
口
　
真
弘10
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（４）

15 名
◎井田　　宏〇山崎　幸喜・南端　昭義

・酒徳　和夫・坂本　照子・安達はるみ

・幕谷　正紀・藤本　幸也・龍田　芳子

・寺田　順之・吉川　雅司・龍田紀美子

・土谷美喜子・龍田　展代・谷村　　学

令和７年度あかるくうつくし委員会

あ
か
る
く
う
つ
く
し

　
　
　
　
　
委
員
会

　
　
　
　
　
　

　
あ
か
る
く
う
つ
く
し
委
員
会
で
は
、

今
年
も
昨
年
度
ま
で
の
行
事
を
継
承
、

ま
た
、
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
す
る
た
め
に
犬

の
ふ
ん
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
３
６
５
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
と
名
前
を
変
え
て
３
６
５
日
間

「
毎
日
が
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ん
だ
よ
」

と
い
う
意
識
の
も
と
　
月
　
日
に
浜
郷

地
区
５
町
に
分
か
れ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
ポ

ス
タ
ー
の
掲
示
を
行
い
、
勢
田
川
の
堤

防
道
路
　
か
所
に
看
板
の
立
て
替
え
を

実
施
致
し
ま
し
た
。
犬
の
ふ
ん
マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
よ
る
成
果
は

年
々
出
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。「
継
続
は
力
な
り
」
と
い
う
言
葉

を
信
じ
て
、
よ
り
良
い
町
づ
く
り
の

為
に
継
続
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
ま
た
、
今
年
も
ゴ
ミ
問
題
に
つ
い

て
取
り
組
み
ま
し
た
。
講
師
に
あ
か

る
く
う
つ
く
し
委
員
会
の
副
委
員
長

で
あ
る
山
崎
幸
喜
さ
ん
に
「
伊
勢
市

の
ゴ
ミ
を
考
え
る
！
」
を
テ
ー
マ
に

各
町
の
役
員
の
皆
さ
ま
と
あ
か
る
く

う
つ
く
し
委
員
会
の
委
員
が
参
加
を

し
て
講
話
を
聴
き
、
質
問
等
を
行
い
、

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
委
員
を
は
じ
め
役
員
の

皆
さ
ま
が
地
域
に
戻
っ
て
、
地
域
住

民
の
皆
さ
ま
に
教
え
て
い
た
だ
け
た

ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

犬のフンマナーアップキャンペーン

浜郷地区まちづくり協議会だより令和７年 8月 20 日

委
員
長
　
井
田
　
宏

グランドゴルフ大会

グランドゴルフ大会

マナーアップ活動

マナーアップ立札を設置

ハッピーヨガ

避難訓練にて

タウンウオッチング

避難訓練

タウンウオッチング立札
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24



浜郷地区 次避難状況

(一次避難所人数)

いせトピア 浜郷小学校

一色タワー 宇治山田商業高校

その他

(一次避難場所) 人数 世帯数

①いせトピア 1,325 508

②浜郷小学校 327 141

③一色タワー 576 213

④
宇治山田商業
高校

583 194

⑤その他 68 31

<合計> 2,879 1,087

いせトピア

浜郷小

一色タワー

宇治山田商

その他

防災行政無線

防災行政無線聞き取れたかはい

防災行政無線聞き取れたかいいえ

シェークアウト

防災行政無線聞き取れたかはい

防災行政無線聞き取れたかいいえ

ガスの元栓・ブレーカー

ガスの元栓ブレーカー確認はい

ガスの元栓ブレーカー確認いいえ

避難口の確保

避難口の確保・確認はい

避難口の確保・確認いいえ

持ち出し袋の持参

非常 持ち出し袋はい

非常 持ち出し袋いいえ

【１次避難所までの時間】

～5分ア ～10分イ ～15分ウ

～20分エ ～25分オ ～30分カ ～45分キ

令和７年 8月 20 日

令 和 ６ 年 度
避  難  訓  練
アンケート結果

アンケートの概要
令和６年度「避難訓練アンケート」

には世帯数 1087 件 2879 名もの

ご協力を頂きました。

～地域の安全を守るために出来ること～

　集計結果から、一次避難場所の選択状況や、そこまでにかかる時間の傾向が見えてきま

した。

・もっとも多い一次避難所はいせトピア（世帯数 46.7％）でした。

・徒歩 10 分以内に避難出来る方は全体の約 60％、一部の地区では、改善の必要あり。

　7月 30 日伊勢市に津波警報・避難指示が出されました。幸い被害はありませんでしたが

実際の警報を受けて・すぐに避難できるか　・家族と集合場所を共有しているか　・防災

バッグは準備できているかを改めて確認することが大切です。

次回の浜郷地区総合避難訓練は
１０月４日（土）に行います

いせトピアまで避難移動

各町受付場所



日々の地域活動の中で、各自治会行事や、
協議会の防災訓練等で地域のつながり感
じる事ができ、嬉しく思います。
こうした積み重ねが、地域全体の力につ
ながっているのだと感じます。
「知ってよかった」「参加してみたい」と
思っていただける紙面づくりを心がけて
まいります。

伊勢市黒瀬町 1718 番地 7

   

村 田 修 一 

山 崎 静 子 

酌 井 和 彦 

    

西 井 文 平 

藤 本 幸 也 

廣 村 充 彦 

阪 本 高 樹 

出 口 昌 子 

西 井 京 子 

鈴 木 信 男 

井 田   宏 

龍 田 展 代 

田尻町民生委員

団体等 定数 代議員名 備考

会長

副会長

会計

文化厚生部長

浜郷小学校ＰＴＡ １人 　倉持　右京 ＰＴＡ副会長

港中学校ＰＴＡ １人 　杉浦　照美 ＰＴＡ理事

浜郷小学校 １人 　東端　伸治 校長

港中学校 １人 　中井　一裕 教頭

伊勢市消防団浜郷分団 １人

１人 　矢形　南帆 北部支所

民生委員児童委員 ５人

自主防災隊 ５人

一色町自治会

５人

５人

田尻町自治会 ３人

黒瀬町自治会 ５人

黒瀬町中崎自治会 ２人

通町自治会

　世古口　剛彦
　世古口　浩平
　森岡　淳
　牛江　弘幸

　山崎　静子 会長

　山崎　幸喜 町役員

　酌井　和彦 会長

　幕谷　正紀 副会長

　吉村　和正
会計　藤本　幸也

　井田　宏 青年部

区長　吉川　広美
副区長

副区長

理事

　藤浪　善弘
　寺田　順之
　吉川　雅司
　水谷　幸紀 理事

　山上　智寛 会長

　廣村　充彦 副会長

　谷村　学 書記

　酒徳　裕之 黒瀬町

　杉田　力 黒瀬町中崎

　小西　敏夫 通町

　竜田　高明 一色町

　磯田　洋 田尻町

　酒徳　和夫 黒瀬町

　安達　はるみ 黒瀬町中崎

　酒徳　佳津世 通町

　龍田　紀美子 一色町

　鈴木　信男 田尻町

スポーツ推進委員及び関係団体 １人 　出口　直矢 スポーツ関係団体

伊勢市社会福祉協議会
　松林　信雄 田尻町

　水谷　勇人 一色町

　野北　登 一色町

　村田　修一 黒瀬町

　阪本　高樹 田尻町

　南平　慎一 一色町

　高本　春樹 伊勢市防犯団体役員

　出口　真弘
　出口　昌子
　濱口　美恵子
　坂本　照子
　龍田　芳子
　西井　京子
　宿　敦美

スポーツ推進員浜郷代表委員

伊勢市更生保護女性部会長

主任児童委員

学識経験者

通町

　堀　浩子 通町

　龍田　展代 一色町

　土谷　美喜子 一色町

７ ７

令和７年 8月 20 日

参 与

　南端　昭義 書記

書記

公募代議員
３人
以内

推薦代議員
５人
以内

10人
以内

女性代表

世　古　口　浩　平

山 上 智 寛 

（事務局　龍田・髙本）

世　古　口　剛　彦

南　端　昭　義

山　崎　幸　喜

幕　谷　正　紀

 吉　川　広　美

藤　浪　善　弘

寺　田　順　之

谷　村　　　学

南　平　慎　一

高　本　春　樹

女　性　代　表

女　性　代　表

女　性　代　表
伊勢市保護司会理事

黒瀬町


